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新紙幣について

ファームウェア更新しないとどうなるの?

最先端の偽造防止技術とユニバーサルデザイン
（深凹版印刷、高精細すき入れ、すき入れバーパターン、ホログラム、
潜像模様、パールインキ、特殊発光インキ等）
22年9月に現行紙幣は、製造中止。新紙幣は、置き換えのため増刷中。

新紙幣は、何年振り?

すぐに更新作業できるの?

新紙幣の特徴は?

約20年ぶりの刷新となります。
現在のようなセルフレジ等の釣銭機が普及する以前となります。

ファーム更新しないと新紙幣の読み込みが行えません。
交換用の従来紙幣を準備・交換の作業が発生します。

サービス担当者がお店に訪問、更新作業行います。
全国に流通している数多くの釣銭機に発行開始が近づくと
ご作業が集中し、ご希望の日程にそえない場合が想定されます。

釣銭機のファームウェア更新は、新紙幣発行後、耐久性・汚れ等の状況により
複数回のファーム更新が想定されます。（各メーカー同様対応）
更新作業の時期は、現時点未定です。その際の更新対応は、お客様より
ご要望を頂き、別途有償により対応致します。

【注意事項】
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